





































































































































先行研究（例えば Chao et al, 1994；Haueter, 









































BtoB，（2） 前 職：BtoB → 現 職：BtoC，（3）












チ株式会社に依頼した。2014 年 8 月下旬に 5
日間をかけて，登録しているモニターに対し，
メールによる調査依頼を行った。回答数は 429































妥当であると判断した（表 2）。第 1 因子は
4 項目で構成され，「学習経験機会の提供（α



















た（表 4）。第 1因子は 8項目で構成され，「業
務遂行知識（α ＝ .922）」と命名した。第 2 因
子は 4項目で構成され，「学習棄却（α ＝ .878）」
と命名した。第 3因子は 2項目から構成され，
「組織構造（α ＝ .838）」と命名した。最後に第











































キャリアの明示」（β ＝ .208, p ＜ .01），「指導的
関与の希薄」（β ＝ .201, p ＜ .01）が正の影響を
及ぼしていた。続いて「意味形成」には，「役
割・キャリアの明示」（β ＝ .303, p ＜ .001），「指
導的関与の希薄」（β ＝ .157, p ＜ .01），「コミュ
ニケーション機会の希薄」（β ＝ .128, p ＜ .05）
が正の影響を及ぼしていた。最後に「部門内コ
ミュニケーション」に及ぼす影響では，「役割・
キャリアの明示」（β ＝ .329, p ＜ .001），「コミュ









投入した。VIF は全て 10 以下であった。
「業務遂行知識」には，「役割・キャリアの
明示」（β ＝ .466, p ＜ .001），「指導的関与の希
薄」（β ＝ .349, p ＜ .001）が正の影響を及ぼ
し，「コミュニケーション機会の希薄」（β ＝
-.153, p ＜ .01）が負の影響を及ぼしていた。ま
た，「部門外コミュニケーション」（β ＝ .162, p
＜.01），「部門内コミュニケーション」（β＝.228, 
p ＜ .01）が正の影響を及ぼしていた。「学習棄
却」には，「学習経験機会の提供」（β ＝ .198, p
＜ .01），「コミュニケーション機会の希薄」（β
＝ .499, p ＜ .001），「意味形成」（β ＝ .251, p
＜ .01）が正の影響を及ぼしていた。「組織構
造」には，「役割・キャリアの明示」（β ＝ .417, 




（β ＝ .511, p ＜ .001），「指導的関与の希薄」（β
＝ .185, p ＜ .01），「部門外コミュニケーション」
（β ＝ .199, p＜ .01）が正の影響を及ぼしていた。
表 6　階層的重回帰分析｜「社会化戦術」「プロアクティブ行動」が学習に及ぼす影響








「業績」には，「業務遂行知識」（β ＝ .644, p
＜ .001），「社内政治」（β ＝ .135, p ＜ .05）が
正の影響を，「学習棄却」（β ＝ -.192, p ＜ .001）
が負の影響を及ぼしていた。「職務満足」には，
「業務遂行知識」（β ＝ .515, p ＜ .001）が正の影
響を，「学習棄却」（β ＝ -.172, p ＜ .001）が負
の影響を及ぼしていた。「離職意図」には，「学
習棄却」（β ＝ .316, p ＜ .001）が正の影響を及
ぼしていた。「情緒的コミットメント」には，
「業務遂行知識」（β ＝ .462, p ＜ .001）が正の影
響を及ぼしていた。最後に「組織市民行動」に
は，「業務遂行知識」（β ＝ .667, p ＜ .001），「社
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